論文課題別 添付

以下のケースについて、担当の児童福祉司としてあなたの援助方針を述べてください。


【ケース概要】
　本児が通う中学校の生徒指導教諭による来所相談。
　2学年に在籍する本児が担任へ「父に胸を触られたことがある。」との相談があった。本児については、入学当初から部活動を頑張っていたものの部員とのトラブルにより1学年途中で退部。その後、飲酒・喫煙、夜間外出等の問題行動がみられる。登校も安定せず、継続的な面談が実施できていない状況。担任とはLINEアプリで連絡がとれているが、本児によると友人宅で寝泊まりしており家には戻っていない様子。今後、夏季休暇に入ることから本児の状況把握が困難となるため、どのように対応したらよいかとの相談。　　　　　　　　　
即日、緊急受理会議を開催、学校を通して本児と面談実施。本児は母へ相談しているものの具体的に対応している様子がなかったこともあり、一時保護を望んでいなかった本児を説得して一時保護となる。
一時保護後、父母面談、家庭訪問、学校への聞き取り調査、警察による事情聴取、親子面会、施設見学を実施。
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【家族構成】
本児：中学2年生（14歳）。飲酒・喫煙、深夜徘徊、不登校等の問題行動あり。
父　：48歳、会社員。人間関係のトラブルにより職を転々としている。夫婦喧嘩が頻繁で父母は家庭内別居状態。　
母　：43歳、事務職。本児の非行行動に対して叩いて注意することがある。今回の性被害につ　　
　　　いて本児の虚言と思っている。
兄　：高校3年生（18歳）。学校生活は特に問題なく、高校卒業後は県外での就労を希望している。


【一時保護後の社会調査結果】
・本児は、母から叱責され叩かれることもあったため、母への嫌悪感は強いものの家庭復帰を希望。
・本児が小学生の頃から経済的なことで父母の喧嘩が絶えず、父母は喧嘩しているか無視しあっている状態だった。
・母は本児の訴えに対して懐疑的。帰宅を拒んだ理由にしていると捉えている。本児の非行行動を止めさせたいとの思いが強く、施設入所を希望。
・父は警察での取り調べに対し性加害行為を否定。本児を家庭復帰させるためなら実家に転居する意向を示している。だが、父の実家と本児宅は近くにあり、父と本児が接触する可能性がある。
・これまで、本児と父は仲が良く、本児から父と一緒に出かけたがることもあった。
・兄は本児が非行行動のため一時保護されていると思っている。本児との関係は良好であるが、アルバイト等で不在のことが多く、本児との接触は少ない。
・一時保護中の母との面会交流は表面的には良好。たわいもない会話は弾んでいる。
・心理診断において、本児は、父への拒否感はさほど高くない。母から拒絶されることを恐れる一方、あるがままの自分を受け入れて欲しいと感じている。
・本児の全般的な発達水準は平均値。衝動的で抑制のきかない性質と我を通す傾向が高い。
・医学診断において、健康的ではあるが、若干、否認が強い。躁的防衛な印象。



【本児の意向】
・性被害者である自分が一時保護され、自由が制限されていることに対して不満を訴える。
・母と生活することに不安を抱いているが、施設にはいきたくない。
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